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 市内１９の小・中・特別支援

学校が糸魚川市民会館のステー

ジで音楽発表を行いました。

５，６年生２７名が心をこめて

音楽を奏でました。曲目は 

合唱「今日から明日へ」 

合奏「打上花火」です。合唱は元気にはつらつと、合奏は曲のもつミステリアスな雰囲気を生かしながら

見事に演奏しました。他校の演奏もすばらしく、お互いの演奏をじっくり聴き合う音楽会となりました。 

 今年度、新潟地方気象台の協力で行う授業は２回目となります。６年生は１学期に焼山中腹まで登山し

ましたが、今回は教室で、噴火の仕組みや、焼山が噴火したら火砕流や溶岩がどこを流れ下るかを予想し

たり、世界の火山の大噴火を映像で見たりして学習しました。溶岩が周りを焼きながらゆっくり流れ下る

様子や火砕流の凄まじい勢いに、息をのんで映像を見つめる姿がありました。 

藤原火山防災官が火山災害について説明     上原気象予報官が富士山測候所での経験と雷の危険について説明 

後半は５年生が加わり、気象予報についての話を聞きました。これから特に多くなる「落雷」の危険に

ついて資料映像を使いながら分かりやすく話していただきました。藤原さん上原さんがこの仕事に就こう

とした理由なども教えていただいたので、お二人が思いをもって夢を忘れず挑戦してきたことも子どもた

ちに伝わったようです。 

一歩前へ  

地域には回覧 保護者には配付 

http://www.tukimizu.itoigawa.ed.jp/


「みずほ教育財団」は全国の小規模な学校を中心に図書の寄贈な

どの教育支援を行っている団体です。今回、当校に３万５千円相当

の図書を寄贈してくださいました。図書は以下の通りです。 

「2018年新刊かみしばいセット」（全５巻） 

「５分後に意外な結末」（全５巻） 

「まんが☆プラネタリウム『星座と神話』」（全５巻） 

財団の担当者、真鍋さんが東京からおいでになり、直接図書委員会

の児童に本を手渡してくださいました。11 月１９日から読書週間

が始まりました。児童らが新しい本を手に取ってたくさん読んでく

れることを願っています。 

５年生は「早川の食」につ

いて学んでいます。里山保全

会の皆様から誘っていただ

き、なめこの駒打ち体験をし

ました。ナラやブナなどの木

を切り、ナメコ菌を駒打ちし

て栽培することを初めて知

りました。指導を受けなが

ら、約１時間半にわたって作業を行いました。お土産に駒打ち

した小さな原木を一人一個ずついただきました。適切な環境に

置くと来年にはナメコが出てくるそうです。楽しみです。 

４年生児童は糸魚川ユネス

コ世界ジオパーク学習交流会

で学習発表を行いました。月不

見の池の水質や水量の問題を

解決するために、自分たちで考

えたアイディアを堂々と伝え

ました。ビーチホールまがたま

の広いステージが狭く感じる

ほど熱のこもった発表でした。 

９月１８日から飼育を開始したヤギ（ゆうき）を荻谷畜産に

返す日がやってきました。２ヶ月間にわたる飼育活動を子ども

たちは立派にやり遂げました。命、そのぬくもり、愛すれば応

えてくれることなど、教科書にはない学習ができました。迎え

に来た近藤さんが「牧場にいるヤギより大きいです。可愛がっ

てくれたのですね。」とおっしゃいました。大根やキャベツの

葉っぱを持って登校した児童もいました。休日の世話に御協力

いただいた保護者の皆さん、ありがとうございました。 

１１月の秀句 

ふゆもみじ かぜにとばされ とんでいく １年渡邊真美  七五三 またやりたいな 九さいで ２年 川合娃乃 

冬日和 ピカピカ赤い ながぐつや ３年 岡田悠里      大根が 引っこ抜かれて 寒そうだ ４年 野本莉愛 

すきま風 ねこが身ぶるい 冬が来る ５年加藤小春 いらっしゃい 甘い干し柿 のれんだな ６年吉原ほのか 


